
理 科 学 習 指 導 案 
 

指導者 尾道市立栗原中学校 
教 諭  藤原 孝洋 

 
１ 日  時 平成１８年１１月９日（木） ５・６校時 
 

２ 場  所 栗原中学校校区周辺 
 

３ 学年・学級 第１学年 ３組 ３４名（男子１７名 女子１７名） 
 

４ 単元名 「活きている地球」 
 

５ 単元について 

（１） 単元観 

 本単元は，大地の活動の様子や身近な地形，地層，岩石などの野外観察や実験を通して，

地表に見られる様々な事物・現象を大地の変化と関連付けてみる見方や考え方を養うこと

をねらうものである。また，本単元を通して，地学的事象のもつ時間的な長さ・空間的な

広さを実感させるとともに，活きている地球を巨視的な視点で捉えさせたい。また，本単

元は防災についての基本的な考え方を深めさせる上でも重要であると考えられる。また，

岩石の利用のされ方，景観の保全・活用についてふれるとともに環境問題について考えさ

せるきっかけとしたい。 
（２） 生徒観 

 生徒は小学校において｢流れる水のはたらきと土地の変化｣（第５学年），「土地のつくり」

および「火山噴火（または地震）による土地の変化」（第６学年）について学んでいる。 
 生徒の多くは地震，火山による災害についての関心は高い。また，化石や宝飾用の鉱物

について興味を持つ者が多い。一方，観察容易な校区周辺に点在する礫層に着目した経験

を持つ生徒および校区周辺の災害危険箇所等や身近な自然事象の岩石の特徴などについて

見いだせるものは少ない。 
（３） 指導観 

本単元は，野外観察や実験を行うことにより学習意欲を喚起し，実際の野外の事物・事

象を探究する活動を通じて課題を解決するとともに，地学的事象が長大な時間と広大な空

間の中で変化してきたものであることについての考え方を育成することが主なねらいであ

る。そのために，「活きている」地球の姿をグローバルな視点でとらえさせるとともに，身

近な地学的な事象や現象と自分たちの生活との関わることにも留意し，本単元の関心を高

める展開を工夫するとともに，大地の見方を広げさせていきたい。 

特に，校区周辺の野外観察を実施することによって自分たちの住む地域の地下の様子に

ついて興味・関心を持たせるとともに地層のできた過去の様子について推測をするととも

に，基本的な観察技能の習得を図りたい。 

 

６ 単元の目標 

【学習指導要領の項目 第２分野(２)】 

大地の活動の様子や身近な地形，地層，岩石などの観察を通して，地表に見られる様々

な事物・現象を大地の変化と関連付けてみる見方や考え方を養う。 

 

７ 単元の指導と評価基準の計画（別紙） 

 
８ 本時の展開 

（１） 本時の目標 

○地層を観察させ，その広がりを観察させるとともに，地層から多くの情報を収集して特徴



をつかませる。 

○観察結果から地層のできたおおよその様子を推測させる。 

（２） 観点別評価の規準 

 〔関〕地層の様子の観察を積極的に行おうとしている。 ［行動観察］ 
 〔思〕地層のつくられた成因を考えようとする。  ［ワークシート］ 

◆〔技③〕地層の特徴を適切に記録できる。   ［ワークシート］ 
 〔知〕観察した気付き・疑問を説明することができる。 ［行動観察］ 

（３） 本時の準備 

□ワークシート（含 地図等）□ルーペ □軍手 □色鉛筆等筆記用具  
□デジタルカメラ□ポリエチレン袋 □岩石ハンマー  □クリノメーター 

（４）学習の展開 

学 習 活 動 

教師の発問等 予想される生徒の反応等 指導上の留意事項 
評価規準 

（評価方法） 
〈導入〉 
１ （現地にて）今までこ

の地層があることを知

っていた？ 

 
・知っていたけど詳しく

見るのは初めて。 

 
地図上で観察ポイント・範

囲，注意点を確認させる。 
 

 
〔関〕 
(行動観察) 

〈学習課題〉 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

〈予想〉 
２ どんなことがわかる

か予想させる。 
 

 
・化石が出たら当時の環

境や時代がわかる。 
・粒を調べると当時の地

表の様子がわかる。 
・昔の水底の様子がわか

る。 

 
既習事項をもとに予想さ

せる。 

 
 
 
 
 

〈観察〉 
３ 観察のポイントを説

明する。 
・地層の特徴や重なり方

などを調べてみよう。 

 
観察記録をもとに，ス

ケッチ，気付いたこと

や疑問点を記録する。 
 
 

 
最初に地層全体を観察さ

せる。 
層の厚さ，傾き，粒の大き

さ，触感等を記録させる。 
礫の種類，並び方に着目さ

せる。 

◆〔技③〕 
(ワークシート) 
 
 
 

４ 観察記録をもとに気

付いたことや疑問を発

表させる。 
 
 
 
 

・大きな丸い礫が散らば

ってある。 
・層の下から大小の礫に

なっている。 
・この地層はどこまで広

がっているのだろう。 
・ぼろぼろする。 

気付いたことや疑問点の

確認にとどめ，詳細は次時

で学習することを伝える。 
 
 
 

〔思〕 
〔知〕 
(行動観察) 

〈まとめ〉 
５ 発表したことやサン

プルをもとに次時に地

層ができた当時の事を

推測することを伝え

る。 

  
疑問，さらに調べたいこと

を集約する。 

 

地層を実際に観察するとどんなことがわかるのだろう。 

・大きな丸い礫から当時の水の流れはどうだったのだろう。 
・礫はどんな種類の岩石があったのだろう。 
・地層が柔らかいといことから地層のできた時代はいつ頃

だろうか。 
・礫の並び方から水の流れの向きを考えてみよう。 
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導入章 ハワイ
が語る地球の不
思議
[単元扉と合わ
せて1時間]

【説明】ハワイ諸島の火山活動を紹介し，ハワイ諸島が動いて
いることなどから，プレートテクトニクスの概要を説明する。

関① ①

ハワイの火山島やハワイ
諸島が動いていることに
興味をもつ。

ハワイ諸島が動いている原
因や，ハワイ諸島以外の火
山についても考えようとし
ている｡

ハワイ諸島が動いているこ
とに興味をもち，その原因
を考えようとしている。

地球儀を示して位置を把握
させたり，噴火の様子を示
すビデオを見せたりする。 ○

関② ②

火山噴出物に関心をも
ち，積極的に調べようと
する。

火山噴出物に関心をもち，
その特徴や種類を，複数の
文献なども見て，調べよう
としている。

火山噴出物に関心をもち，
その特徴や種類を調べよう
としている。

火山弾や軽石など，実際に
火山噴出物を見せたり，触
れたりさせる。 ○

知① ①

火山噴出物の種類とその
特徴を理解する。

火山弾・火山灰・軽石・火
山れき・よう岩などの噴出
物の種類や特徴を適切に説
明できている。

火山弾・火山灰・軽石・火
山れき・よう岩などを見
て，噴出物の名称がいえ
る。

それぞれの噴出物の特徴に
ついて整理した表を事前に
作成し，その表を示す。 ○

思① ①

マグマの性質と火山の
形・噴火の様子・噴出物
との関係を推測できる。

マグマのねばりけにより，
火山の形・噴火の様子・噴
出物などに違いが生じるこ
とを，具体的な火山の例を
あげ，理由を述べながら指
摘している｡

マグマのねばりけにより，
火山の形・噴火の様子・噴
出物などに違いが生じるこ
とを，理由を述べながら指
摘している。

図２のモデルを演示し，ね
ばりけとの関係についてイ
メージできるようにさせ
る。 ○

知② ②

火山噴出物の色の違い
は，噴出物に含まれる鉱
物の種類や量の違いによ
ることを理解する。

火山噴出物の色の違いは，
噴出物に含まれる鉱物の種
類や量の違いによることを
理解し，火山灰の顕微鏡写
真などをもとに説明できて
いる。

火山噴出物の色の違いは，
噴出物に含まれる鉱物の種
類や量の違いによることを
理解している。

表１の火山灰の写真をもと
に説明する。

○
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2　マグマから
できた岩石を調
べてみよう
(2時間)

【導入】　火山岩や深成岩を紹介し，マグマが冷えてできた岩
石であることを伝える。
【学習課題】　火山岩と深成岩では，鉱物の集まり方にどのよ
うなちがいがあるのだろうか。
【観察１】　火山岩と深成岩の鉱物の特徴を観察して，比べて
みよう
【観察結果の考察】　観察１の結果からどんな違いがあったか
考えさせる。
【説明】　火山岩と深成岩は，それぞれつくりや含まれる鉱物
が異なることを理解させる。

技① ①

火成岩の組織や鉱物を観
察し，その特徴をスケッ
チで示すことができる。

火成岩の鉱物の色や形，大
きさ，集まり方に注目し，
適切にスケッチでき，２つ
の岩石の相違点なども記録
している｡

火成岩の鉱物の色や形，大
きさ，集まり方に注目し，
おおむね適切にスケッチし
ている｡

スケッチの例を提示し，岩
石のつくりの違いや鉱物の
色，大きさ，形など観察の
視点を示す。また，１つ１
つの粒の様子がわかりにく
い場合には，必要に応じ
て，岩石薄片を偏光顕微鏡
で見せる。

○

知③ ③

火山岩と深成岩の組織の
違いを，その成因などと
関連づけて理解する。

マグマの冷え方の違いを時
間的・空間的に把握し，火
山岩や深成岩の組織の違い
と関連づけて理解してい
る。

火山岩と深成岩の組織の違
いを，マグマの冷え方の違
いと関連づけて理解してい
る。

図５のモデル実験を例に，
冷え方の違いによる組織の
違いを説明する。 ○

思② ②

火成岩の色の違いが，造
岩鉱物の違い（種類と含
有率）によることをとら
えることができる。

火成岩の色の違いが，造岩
鉱物の違いによることをと
らえ，具体的な鉱物名や岩
石名をあげて，説明できて
いる。

火成岩の色の違いが，造岩
鉱物の違いによることをと
らえている。

色の異なる火成岩で，図９
の実験を行い，鉱物を観察
させて，その違いをとらえ
させる｡ ○
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3　なぜ日本は
火山国といわれ
るのか(1時間)

【導入】　日本国内で知っている火山を発表させる。
【学習課題】　日本に火山が多いのはなぜだろうか。
【説明】　プレートの沈みこみにより，マグマが生じているこ
とを示す。
【学習課題のまとめ】　プレートの沈みこみにより，日本付近
ではプレートの境界にそって火山が多く分布している。
【基本のチェック】　第１章の学習内容の定着をはかる。

知④ ④

日本付近に火山が多い理
由を，プレートの動きと
関連づけて理解する。

日本付近では，プレートの
境界にそって大陸側に火山
が列をつくることを，プ
レートの沈みこみと関連づ
けて説明できている。

日本付近では，プレートの
沈みこみによりマグマが生
じ，それが地表へと移動す
るために火山が多いことを
説明できている。

プレートの沈みこみによ
り，マグマが生じ火山が噴
火する様子を示したビデオ
教材などを用いて，視覚的
に理解できるようにする。

○

時 章 指導計画・学習内容

観点別

評価規準

評価基準

Ｂ基準に至らない場合の支援

主な評価方法

2

1
章
 
大
地
が
火
を
ふ
く

[

5
時
間

]

1　火山につい
てさぐってみよ
う
(2時間)

【導入】
火山の噴火や噴出物を紹介する。
【学習課題】
火山の噴火のしかたや形，噴出物の特徴などを調べてみよう。
【説明】
三原山と雲仙普賢岳の噴火の様子が違うことに注目させる。
火山の形と噴火の様子や噴出物との関連を考えさせる。
【図示実験】
図２の実験を演示する。

3

【導入】
前時限の「話し合ってみよう」の結果を発表させる。
【説明】
マグマのねばりけと火山の形・噴火の様子・噴出物との関係を
整理させる。
【図示実験】
図３のようにして火山灰を見せ，いくつかの鉱物が含まれてい
ることに気づかせる。
【学習課題のまとめ】
マグマに含まれる鉱物とマグマのねばりけ・火山の形・噴火の
様子・噴出物との間には関係がある。

5

【導入】　観察１の結果を発表させる。
【考えてみよう】　つくりに違いができる理由を考えさせる。
【図示実験】　図５の実験を演示して，冷え方の違いで結晶の
でき方に違いができることを示す。
【図示実験】　図９の実験を演示して得られた粒（鉱物）の特
徴を見いださせる。
【説明】　鉱物の特徴を整理させ，その含有率によりいろいろ
な火成岩があることを理解させる。
【学習課題のまとめ】　火成岩はでき方の違いによって組織が
異なり，含まれる鉱物の違いによって見た目の色が異なる。
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時 章 指導計画・学習内容

観点別

評価規準

評価基準

Ｂ基準に至らない場合の支援

主な評価方法

関③ ③

化石の写真や標本に関心
をもち，意欲的に学習に
取り組もうとする。

化石について知っているこ
とや見たことがある体験な
どをもとに，積極的に発言
している。

化石に対して関心を高め，
積極的に学習に参加しよう
としている。

p.63の科学の広場など，生
徒の興味のある恐竜の話題
などを紹介する。

○

思③ ③

地層に含まれる化石か
ら，地層がたい積した時
代や当時の環境を推論で
きる。

化石の名前をあげて，たい
積当時の地質時代を詳しく
説明したり，その生物が生
息していた環境を現在の生
息地と関連づけたりして推
論している｡

化石の名前をあげて，その
化石を含む地層がたい積し
た地質時代や環境などを推
論している。

図14をもとに，示準化石の
時代を確認させるととも
に，示相化石については，
現在その生物が生息してい
る様子などを，図鑑やビデ
オ教材を用いて紹介する。

○

知⑤ ⑤

風化や侵食の作用により
できた砕せつ物が，流水
のはたらきによって運ば
れ，河口や海にたい積さ
れることを理解する。

風化や侵食の作用によりで
きた砕せつ物が，流水のは
たらきによって運ばれ，河
口や海にたい積されること
を具体例をあげて説明でき
る。

風化や侵食の作用によりで
きた砕せつ物が，流水のは
たらきによって運ばれ，河
口や海にたい積されること
を理解している。

小学校での川の観察などを
思い出させ，侵食や運ぱん
などの説明をする。

○

知⑥ ⑥

地層の広がり方を，粒の
大きさの違いに注目し，
時間的・空間的に理解す
る。

地層を読みとる視点とし
て，海や湖に流れこんだ土
砂が粒の大きさの違いによ
り，どのように広がりたい
積するかを理解している。

海や湖に流れこんだ土砂が
粒の大きさの違いにより，
どのように広がりたい積す
るかを理解している。

小学校での流水実験を思い
出させたり，たい積実験の
ビデオを見せたりする。

○

思④ ④

地層を構成する砕せつ物
や化石，火山灰の層など
から，地層の同時代性を
推測できる。

柱状図から地層の広がりや
同時代性を推測し，任意の
場所の地層の重なり方も推
論している。

地層を構成する砕せつ物や
化石，火山灰の層などか
ら，地層の同時代性を推測
している。

カラー粘土などを用いて作
成した地層モデルを提示
し，地層の重なり方をイ
メージさせる。

○

技② ②

たい積岩を適切に観察
し，その特徴を記録でき
る。

たい積岩を適切に観察し，
その様子を，分類の観点で
適切にスケッチや文章で記
録している。

たい積岩を適切に観察し，
その様子をスケッチや文章
で記録している。

身近なたい積岩を用いてそ
の特徴などを紹介したり，
たい積岩に含まれる化石探
しの活動をさせるなどし
て，たい積岩への興味を喚
起させる。

○

知⑦ ⑦

各たい積岩の特徴を，そ
の粒の大きさや成分と関
連づけて理解する。

たい積岩を，粒の大きさや
成分と関連づけて分類で
き，たい積した当時の環境
についても言及している。

たい積岩を，粒の大きさや
成分と関連づけて分類でき
ている。

れき，砂，泥のサンプルな
どを提示し，岩石内に含ま
れる砕せつ物への理解を支
援する。 ○

◆
10

4　地層を調べ
てみよう
(2＋1時間)

【導入】　地層を見たことがある生徒に，その場所の様子を発
表させる。
【学習課題】　地層を実際に観察すると，どのようなことがわ
かるのだろうか。
【観察３】　地層の特徴や重なり方などを調べてみよう。

技③ ③

地層の特徴を適切に記録
できる。

地層のスケッチや各層の特
徴を適切に記録し，その要
点をレポートにまとめ，柱
状図も活用してその特徴を
まとめている。

地層のスケッチや各層の特
徴を適切に記録し，その要
点をレポートにまとめてい
る。

p.74のわたしのレポートな
どを利用して，レポートの
まとめ方を指導する。

○

11

【導入】　観察３の結果を発表させる。
【観察結果の考察】　観察３の結果からわかることを考えさせ
る。
【説明】　地層に含まれる化石や砕せつ物，たい積構造などか
ら，過去の歴史を推測させる。
【学習課題のまとめ】　地層から過去の歴史を知ることができ
る。
【基本のチェック】　第２章の学習内容の定着をはかる。

思⑤ ⑤

地層の観察結果から，過
去の歴史を推測できる。

地層の特徴およびその変化
から，たい積当時の環境
や，環境の変化を推測し，
具体的にれきの形や並び方
をもとに，たい積当時の環
境を説明している。

地層の特徴およびその変化
から，たい積当時の環境
や，環境の変化を推測して
いる。

川原や海岸などで見られる
たい積物を想起させ，地層
の中に含まれる砕せつ物と
関連づけて考えさせる。

○

1　化石が教え
てくれること(1
時間)

7

2
章
 
大
地
は
語
る

[

５
＋
１
時
間

]

9

【導入】　化石を提示する。
【学習課題】　化石からどのようなことがわかるのだろうか。
【説明】　教科書の写真や標本を見せ，化石からたい積当時の
環境や時代について説明する。
【学習課題のまとめ】　化石からたい積当時の環境や時代など
を推定することができる。

8

2　地層はどの
ようにしてでき
るのか
(1時間)

【導入】　化石の産状を考えさせる。
【学習課題】　地層をつくる土砂はどこから運ばれてきて，ど
うやって積もるのだろうか。
【説明】　風化や侵食・運ぱん・たい積作用について，既習事
項を想起させながら説明する。
【図示実験】　図17の実験を演示し，粒の大きさと沈み方の違
いの関係を理解させる。
【説明】　図18，19を使って地層の広がりを推測させるととも
に，地層中の火山灰層からわかることについても考察させる。
【学習課題のまとめ】　地層は風化や侵食・運ぱん・たい積作
用によってつくられる。

3　地層をつく
る岩石を調べて
みよう
(1時間)

【導入】　たい積岩を含む地層を紹介する。
【学習課題】　たい積岩には，どんな特徴があるのだろうか。
【観察２】　いろいろなたい積岩の特徴を調べて，分類してみ
よう
【観察結果の考察】　観察２の結果から，どのようにすれば分
類できるか考えさせる。
【説明】　たい積岩の分け方について理解させる。
【学習課題のまとめ】　たい積岩は岩石をつくる粒の大きさ，
物質の違いで分類できる。
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時 章 指導計画・学習内容

観点別

評価規準

評価基準

Ｂ基準に至らない場合の支援

主な評価方法

関④ ④

地震のゆれに対して関心
をもち，震源や震央につ
いて調べようとする。

最近発生した地震の記録な
どから，主体的に震源や震
央の記録やその意味などを
調べ，過去に起こった複数
の地震について，比較も行
おうとしている。

最近発生した地震の記録な
どから，主体的に震源や震
央の記録やその意味などを
調べようとしている。

震源や震央，地震のゆれに
関する地震のニュースや新
聞記事などを用意し，活用
させる｡

知⑧ ⑧

地震のゆれの特徴を地震
計の記録から理解する。

地震計の記録から，地震の
ゆれの特徴を理解し，災害
の大きさとの関連を指摘で
きている。

地震計の記録から，初期微
動・主要動を理解してい
る。

地震を記録したビデオなど
を視聴させ，ゆれの違いに
気づかせる。

技① ①

地震計の記録から等発震
時曲線をかくことができ
る。

20秒ごとの等発震時曲線
を，なめらかな曲線で同心
円状にかくことができる。

各地の地震計の記録から，
20秒ごとの等発震時曲線を
おおむねかくことができ
る。

20秒ごとにぬり分けた各地
点の記録をもとに，色の境
に注目させて線を結ばせ
る。

○

思⑥ ⑥

グラフから，初期微動継
続時間は震源から離れる
ほど長くなることを見い
だすことができる。

震源からの距離が大きくな
るほど初期微動継続時間が
長くなることを見いだし，
初期微動継続時間から，震
源からの距離を導き出して
いる。

震源からの距離が大きくな
るほど初期微動継続時間が
長くなることを見いだして
いる。

各地で観測された地震計の
記録を提示し，それらの初
期微動継続時間に注目させ
る。 ○

14

【導入】　地震が起こったときのニュースなどをもとに，震度
について知っていることを発表させる。
【説明】　震度や震度階級について，具体的な例を示して把握
させる。
【説明】　図28，29を使って，地震の規模は震度だけでは表せ
ないことを説明し，マグニチュードについて理解させる。

知⑨ ⑨

地震のゆれの強さや規模
は，それぞれ震度やマグ
ニチュードで表すことを
理解する。

震度だけでは地震の規模が
表せないことを指摘し，震
度とマグニチュードの違い
を説明できている。

震度やマグニチュードを用
いて地震のゆれの強さや規
模の大きさを表すことを理
解している。

図29や，電球を使ってその
光の強さと電球からの距離
を変えるモデル実験を行う
などにより，震度とマグニ
チュードの違いを理解させ
る。

○

15

【導入　地震により，どのような災害が発生するか考えさせ
る。
【説明　地震によって発生する災害を，具体的な例をあげて説
明する。
【話し合ってみよう　過去にどのような地震が，居住地域で発
生しているか調べさせる。
【学習課題のまとめ　初期微動や主要動などの地震のゆれは地
表を同心円状に伝わる。また，各地の震度は震源からの距離，
マグニチュードで変化する。

関⑤ ⑤

地震の災害を，マグニ
チュードや震源の深さな
ど，科学的な視点で考え
ようとする。

地震の災害を，マグニ
チュードや震源の深さな
ど，科学的な視点で考えよ
うとし，その特徴から，防
災や減災の観点でも考えよ
うとしている。

地震の災害を，マグニ
チュードや震源の深さな
ど，科学的な視点で考えよ
うとしている｡

過去の地震災害を紹介する
ビデオや写真を紹介し，場
所による被害の違いを説明
したり，どのようにすれ
ば，防災や減災につながる
か考えさせる。

○

16

2　地震はどこ
で起こるのか
(1時間)

【導入】　図31から震源の分布の特徴を見いださせる。
【学習課題】　震央と震源の分布から，どのようなことがわか
るのだろうか。
【説明】　地震の原因が，プレートの沈みこみによることを理
解させる。
【学習課題のまとめ】　地震はプレートの動きが原因で起こっ
ていると考えられる。
【基本のチェック】　第３章の学習内容の定着をはかる。

知⑩ ⑩

日本付近の震央・震源の
分布の特徴を，海洋プ
レートの沈みこみと関連
づけて理解する。

日本付近の震央・震源の分
布の特徴を，海洋プレート
の沈みこみと関連づけて理
解し，震央・震源の分布の
特徴を，地域ごとにわかり
やすく説明できている。

日本付近の震央・震源の分
布の特徴を，海洋プレート
の沈みこみと関連づけて理
解している。

海洋プレートと大陸プレー
トとの位置関係やその運動
を，教科書p.141のような
立体モデルを作成するなど
して，立体的に把握させ
る。

○

12
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1　地震はどの
ように大地を伝
わるのか
(4時間)

【導入】　最近起こった地震について知っていることを発表さ
せる。
【話し合ってみよう】　最近起こった地震について話題にす
る。
【学習課題】　地震のゆれの特徴や，ゆれが伝わるしくみを調
べてみよう。
【説明】　地震には２種類の波があることを，地震計の記録か
ら見いださせる。

13

【導入】　地震のゆれ始める時間は場所によって異なることに
気づかせる。
【実習１】　地震のゆれの伝わり方を調べてみよう
【実習結果の考察】　実習１の結果からどのような特徴がある
か考えさせる。
【説明】　地震のゆれは同心円状に伝わること，また，初期微
動継続時間は震源から離れるほど長くなることを，とらえさせ
る。
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時 章 指導計画・学習内容

観点別

評価規準

評価基準

Ｂ基準に至らない場合の支援

主な評価方法

思⑦ ⑦

断層や段丘などから，大
地が過去に力を受けたこ
とを推測できる。

断層や段丘などから，大地
が過去に力を受けたことを
推測し，プレートの動きと
関連づけてとらえている。

断層や段丘などから，大地
が過去に力を受けたことを
推測している。

断層のモデルなどを提示
し，大地の動きと断層や段
丘との関連を視覚的に把握
させる。

○

知⑪ ⑪

地層や地形に見られる土
地の変化は，プレートの
動きが関係することを理
解する。

プレートの動きの結果，力
がはたらき，地層や地形が
変動することを理解し，具
体例をあげて説明できてい
る。

プレートの動きの結果，力
がはたらき，地層や地形が
変動することを理解してい
る。

プレートのモデルなどを提
示し，その動きが巨大な力
を与えていることを視覚的
に把握させる。

○

関⑥ ⑥

日本付近に火山や地震が
集中していることに関心
をもち，その原因を調べ
ようとする。

日本付近以外にも，火山や
地震が集中している所を探
し，その原因をプレートと
関連づけて考えようとして
いる。

日本付近に火山や地震が集
中していることに関心をも
ち，その原因を調べようと
する。

日本には世界で発生する地
震の約１割が集中している
ことを告げ，毎日のように
発生する地震の記録をイン
ターネットで入手し紹介す
る。

○

知⑫ ⑫

プレートの動きによる大
地形の形成を理解する。

大山脈，海れいなどの大地
形とプレートの動きとの関
連を理解し，ヒマラヤ山脈
など具体例をあげて説明で
きている。

大山脈，海れいなどの大地
形とプレートの動きとの関
連を理解している。

p.84のヒマラヤ山脈の写真
とp.87の図42を照らし合わ
せて説明するなどして，プ
レートの動きによる地形変
化のスケールの大きさなど
を把握させる。

○

19 力だめし [1時間] ○
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【導入】　断層や海岸段丘を紹介する。
【学習課題】　断層や，海岸にそった平らな地形は，どのよう
にしてできたのだろうか。
【説明】　隆起・沈降，断層をプレートの動きと関連づけて説
明する。
【学習課題のまとめ】　プレートの運動により土地に巨大な力
がはたらいたため，断層や海岸段丘ができた。

【導入】　大山脈や弧状列島を紹介する。
【学習課題】　プレートの動きは，どのような影響をおよぼし
ているのだろうか。
【説明　プレートの動きにより，火山や地震のほかに山脈，海
れい，海溝などの大地形も形成されていることを理解させる。
【学習課題のまとめ】　地球をおおうプレートの動きは，火山
や地震などの活動の原因になっており，大山脈・海れい・海溝
などの大地形を形成している。
【基本のチェック】　第４章の学習内容の定着をはかる。

2　大地の変動
をもたらすプ
レート
(1時間)

1　大地が動い
た証拠(1時間)




